
 

 

 

 

 

 

植物性自然毒による食中毒について 

資料２ 



No. 発病年月日 原因食品名 摂取場所名 病因物質名 患者総数 摂食者総数 死者総数 発生要因

1 4/27
ヨウシュヤ
マゴボウ

家庭 植物性自然毒 2 2 0

2 8/5
ヨウシュヤ
マゴボウ

家庭 植物性自然毒 3 3 0

3 11/4
アメリカヤマ
ゴボウ

家庭 7 7 0

4 5/11
カロライナ
ジャスミンの
花

家庭

カロライナジャスミン
の有毒成分（ゲルセミ
シン、ゲルセミン、セ
ンペルビリン）

2 2 0
有毒植物を誤食:カロライナジャスミン（マチン科）
の花をジャスミン（モクセイ科）と間違え、お茶に
して飲用した。

5 11/25
キンピラゴ
ボウ

家庭
チョウセンアサガオの
根

5 5 0

6 8/29
グロリオサ
（キツネユ
リ）の球根

家庭 コルヒチン 1 1 1
ヤマイモを採取した際、グロリオサの球根を誤っ
て一緒に採取し、すりおろして食べたため。

7 3/6
コダチチョウ
センアサガ

家庭
アトロピン系アルカロ
イド

2 2 0

8 3/27 スイセン 老人ホーム 植物性自然毒 5 10 0

9 5/15 スイセン 事業場-寄宿舎 リコリン 9 9 0 ニラと誤食

10 5/24 スイセン 家庭 リコリン 2 2 0 ニラと誤食

11 6/2
スイセンの
油炒め

家庭 リコリン 1 1 0

12 11/23 その他 家庭 アトロピン・スコポラミ 5 5 0

13 6/29
その他（タマ
スダレ）

小学校 植物性自然毒 15 18 0

14 4/29

チョウセンア
サガオの根
を含むキン
ピラゴボウ

家庭
アトロピン及びスコポ
ラミン

3 4 0
観賞用に植えていたチョウセンアサガオの根を
ゴボウと間違えきんぴらに調理し、食してしまっ
たため。

15 5/15
ナス入りス
パゲティミー
トソース

家庭
スコポラミン、アトロピ
ン

2 2 0

チョウセンアサガオを台木にしてナスを接ぎ木し
たことにより病因物質であるアトロピン、スコポラ

 ミンが移行したナスを喫食したことによる。

16 5/3
バイケイソ
ウ

飲食店
植物性自然毒（アル
カロイド）(推定）

5 5 0
食用のオオバキボウシと間違えて採取・提供し
た。

17 4/22
バイケイソ
ウのおひた

家庭
ベラトルムアルカロイ
ド

2 2 0
バイケイソウを食用のオオバギボウシと誤認した
ことによる食中毒

18 4/9
バイケイソ
ウの天ぷら

家庭 バイケイソウ 5 5 0

19 4/15
バイケイソ
ウ類（推定）

家庭 植物性自然毒 4 6 0

オオバギボウシ（ウルイ）と間違えてバイケイソ
ウ類を採取し，おひたしにして摂食した。また，当
該野草のゆで汁でゆでたほうれんそうを摂食し
た。

20 6/4 みそ汁 家庭 バイケイソウ 2 2 0

21 4/23
野草の酢み
そ和え

事業所
植物性自然毒（バイ
ケイソウまたはコバイ
ケイソウ）

6 6 0 野草の誤食

平成18年全国食中毒発生状況（植物性自然毒；厚生労働省食中毒統計より）



No. 発病年月日 原因食品名 摂取場所名 病因物質名 患者総数 摂食者総数 死者総数 発生要因

22 5/24
有毒山野草
（推定　トリ
カブト）

家庭 2 2 0

23 4/4
料理教室で
調理した食
事

家庭 トリカブト 6 6 0

24 10/9

ツキヨタケの
みそ汁、ツ
キヨタケの
炒め物

家庭 イルージンＳ 6 6 0

25 10/22
ツキヨタケの
油炒め

家庭 イルージンＳ 2 2 0

26 10/22
ツキヨタケの
油炒め

家庭 イルージンＳ 5 5 0

27 10/22
ツキヨタケの
みそ汁

家庭 イルージンＳ 6 6 0

28 10/19
キノコのみ
そ汁

家庭 カキシメジ 4 4 0

29 9/3
カブラアセタ
ケ

家庭 カブラアセタケ 1 1 0 きのこの知識不足

30 10/10 キノコ汁 家庭
キノコ（カヤタケ属の
未記録種）

1 2 0
シメジ類と誤り毒キノコ（カヤタケ属の未記録種）
を採取し、キノコ汁として摂食したため。

31 10/3
きのこ（うど
ん、おひた
し、みそ汁）

家庭 クサウラベニタケ 9 10 0

32 10/4
きのこ（網焼
き）

家庭
クサウラベニタケ（推
定）

1 4 0

33 10/11
クサウラベ
ニタケ

家庭
クサウラベニタケの毒
素

1 1 0 食用キノコと間違って食べたことによる発生。

34 10/5
キノコのみ
そ汁、キノコ

飲食店 ツキヨタケ 3 4 0

35 10/8
10月8日の
きのこ料理

飲食店 ツキヨタケ 13 15 0

36 10/24 家庭 ツキヨタケ 2 2 0

37 10/12 キノコ汁 家庭 ツチスギタケ 1 1 0

38 10/6 テングタケ 家庭 テングタケ 1 2 0 きのこの知識不足

39 10/9
カエンタケ
（推定）のみ
そ汁

家庭 トリコテセン（推定） 3 3 0

40 10/15
きのことな
すの油炒め

家庭 ニガクリタケ（推定） 2 不明 0
毒きのこのニガクリタケ（推定）をクリタケと誤食
（知人が群馬県嬬恋村山中で採取したきのこを
譲り受けた）

41 8/24
きのこ（ニセ
クロハツ）

家庭 植物性自然毒 1 1 1

42 9/13
タマゴタケモ
ドキ

家庭 植物性自然毒 1 1 1

43 9/25
毒きのこ（ツ
キヨタケ）

家庭 植物性自然毒 1 1 0 毒キノコの誤食



No. 発病年月日 原因食品名 摂取場所名 病因物質名 患者総数 摂食者総数 死者総数 発生要因

44 9/26
きのこ（クサ
ウラベニタ
ケ）

家庭 植物性自然毒 4 4 0

45 10/1
きのこ汁 (ク
サウラベニ
タケ)

家庭 植物性自然毒 3 3 0
友人が，松島町内の山林でウラベニホテイシメ
ジと間違い採取したクサウラベニタケを調理し，
摂食したことによる。

46 10/1
きのこ（ツキ
ヨタケ）

家庭 植物性自然毒 2 2 0

47 10/1
ツキヨタケ
（きのことナ
スの炒め

家庭 植物性自然毒 1 4 0 きのこの鑑定知識の欠如

48 10/2 ツキヨタケ 家庭 植物性自然毒 5 5 0

49 10/6
きのこ類（ツ
キヨタケ）

家庭 植物性自然毒 3 3 0

50 10/8
きのこ（クサ
ウラベニタ
ケ）

家庭 植物性自然毒 2 2 0

51 10/11
きのこ（ドク
ササコ）

家庭 植物性自然毒 3 4 0

52 10/14
きのこ（ツキ
ヨタケ）

家庭 植物性自然毒 3 3 0

53 10/22 ツキヨタケ 家庭 植物性自然毒 3 3 0

54 10/28
きのこ（カキ
シメジ）

家庭 植物性自然毒 5 5 0

55 10/1
きのこ（ツキ
ヨタケ）

家庭
植物性自然毒（イ
ルージンＳ）

4 4 0

56 10/5
きのこ（ツキ
ヨタケ）

家庭
植物性自然毒（イ
ルージンＳ）

3 3 0

57 10/24
きのこ（ツキ
ヨタケ）

家庭
植物性自然毒（イ
ルージンＳ）

6 6 0

58 6/13
キノコの味
噌汁（ヒカゲ
シビレタケ）

工事現場作業員宿舎
植物性自然毒（シロ
シビン）

5 5 0

59 10/11
キノコソテー
及びきのこ
みそ汁

家庭
植物性自然毒（ツキヨ
タケ）

4 4 0

60 9/26
きのこの玉
子丼

家庭
植物性自然毒（成分
不明：当該きのこは
種類不明）

1 2 0
毒きのこを可食きのこと誤認（知人が群馬県み

 なかみ町山中で採取したきのこを譲り受けた）

61 10/14

ヒメアジロガ
サタケの油
炒めとけん
ちん汁

家庭
毒キノコ（ヒメアジロガ
サタケ）

2 2 0

62 7/20 家庭 2 2 0

63 9/28
クサウラベ
ニタケ（推

家庭 3 3 0

64 9/28
クサウラベ
ニタケ

家庭 2 2 0
自宅近くで採取したきのこをイッポンシメジ（ウラ
ベニホテイシメジ）と誤って食べた。



No. 発病年月日 原因食品名 摂取場所名 病因物質名 患者総数 摂食者総数 死者総数 発生要因

65 10/15

電子レンジ
で加熱調理
したキノコ
（ツキヨタ

家庭 2 2 0

66 10/16 キノコ 家庭 4 4 0

患者が福島県内のキノコ直売所で購入したキノ
 コを調理、喫食したことによる食中毒。

患者宅にキノコが残品がなく、キノコ直売所も特
定できなかったことから、キノコの種類は不明で
あったが、症状等からキノコによる食中毒と判断
した。

67 10/22 ツキヨタケ 家庭 6 6 0
自分たちで採取したキノコの鑑別を熟練者に頼
まず、不十分な知識により「ツキヨタケ」を「ムキ
タケ」と判断し、キノコ汁にして摂食した。

68 10/27
キノコの油
炒め（ツキヨ
ダケ）

家庭 3 4 0

69 7/19
茹でジャガ
イモ

小学校家庭科室
αソラニン、αチャコ
ニン

29 29 0

70 12/21 ジャガイモ 小学校 ソラニン 17 32 0
 原材料の管理不適

知識不足

71 7/18
茹でジャガ
イモ

小学校 ソラニン類 77 132 0

72 7/21 ジャガイモ
煮

小学校理工室 ソラニン類 17 35 0

73 5/7
煎った白イ
ンゲン豆

家庭 レクチン 2 3 0

患者がテレビ番組の調理方法に従い白インゲン
豆の調理を行ったところ、加熱不十分のため白
インゲン豆中のレクチンが残り食中毒を起こし
た。

74 5/7 白インゲン 家庭 レクチン 2 2 0 白インゲン豆の加熱不足

75 5/7 白インゲン 家庭 レクチン 4 4 0

76 5/7
白インゲン
豆（白花豆）

家庭 レクチン 1 1 0

患者はTVで紹介された調理法に準じ、3分程度
炒めて粉末状にした白インゲン豆を大さじ2杯程
度喫食し、１時間後から順次嘔吐・下痢等の症
状を呈した。潜伏期間・症状等の状況および医
師からの届出があったことから、白インゲン豆を
推定原因食品とする食中毒と断定した。

77 5/7
白インゲン
豆（白花豆）

家庭 レクチン 4 4 0

患者はTVで紹介された調理法に準じ、3分程度
炒めて粉末状にした白インゲン豆を大さじ2杯程
度喫食し、１時間後から順次嘔吐・下痢等の症
状を呈した。潜伏期間・症状等の状況および医
師からの届出があったことから、白インゲン豆を
推定原因食品とする食中毒と断定した。



No. 発病年月日 原因食品名 摂取場所名 病因物質名 患者総数 摂食者総数 死者総数 発生要因

78 5/7
白インゲン
豆

家庭 レクチン 1 1 0
白花豆中の病因物質レクチンが加熱不足のた
め残存していたものと断定

79 5/7 白花豆粉末 家庭 レクチン 4 4 0

80 5/7 白花豆粉末 家庭 レクチン 1 1 0

81 5/7
白インゲン
豆

家庭 レクチン 1 1 0
テレビ番組で紹介された方法で調理した加熱不
足の白インゲン豆を摂取した。

82 5/7
白インゲン
豆

家庭 レクチン 1 1 0
テレビ番組で紹介された方法で調理した加熱不
足の白インゲン豆を摂取した。

83 5/7
白インゲン
豆

飲食店 レクチン 1 1 0
テレビ番組で紹介された方法で調理した加熱不
足の白インゲン豆を摂取した。

84 5/8 白インゲン 家庭 レクチン 1 1 0 白インゲン豆の加熱不足

85 5/8
白インゲン
豆

家庭 レクチン 1 1 0
白花豆中の病因物質レクチンが加熱不足のた
め残存していたものと断定

86 5/8 白インゲン 家庭 レクチン 1 2 0

87 5/9 白花豆 家庭 レクチン 1 2 0
白花豆中の病因物質レクチンが加熱不足のた
め残存していたものと断定

88 5/15
白インゲン
豆

家庭 レクチン 1 1 0
白花豆中の病因物質レクチンが加熱不足のた
め残存していたものと断定

89 5/15
白いんげん
豆

家庭 レクチン 1 2 0

90 5/7
インゲン属
白花豆

家庭
レクチン（インゲン豆
蛋白）

1 1 0
白花豆中の病因物質レクチンが加熱不足のた
め残存していたものと断定

91 5/7 白インゲン 家庭 レクチン（推定） 3 3 0

92 5/7 家庭 レクチン（推定） 8 8 0

93 5/7 白インゲン 家庭 レクチン（推定） 6 6 0

94 5/14 白花豆 家庭 レクチン（推定） 1 1 0
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95 5/7 白インゲン 家庭 植物性自然毒 1 1 0 白インゲン豆の調理時における加熱不足

96 5/7 白インゲン 家庭 植物性自然毒 1 1 0 白インゲン豆の調理時における加熱不足

97 5/7
白インゲン
豆

家庭 植物性自然毒 1 1 0
 白インゲン豆の調理時における加熱不足

98 5/7 白インゲン 家庭 植物性自然毒 1 1 0 白インゲン豆の調理時における加熱不足

99 5/8 白インゲン 家庭 植物性自然毒 2 2 0 白インゲン豆の調理時における加熱不足

100 5/8 白インゲン 家庭 植物性自然毒 2 2 0 白インゲン豆の調理時における加熱不足

101 5/7
白インゲン
豆

家庭
植物性自然毒（レクチ
ン）

1 1 0 不十分に加熱された白インゲン豆の摂食

102 5/7
白インゲン
豆

家庭
植物性自然毒（レクチ
ン）

2 2 0 不十分に加熱された白インゲン豆の摂食

103 5/6
白インゲン
豆

家庭 大豆レクチン 1 1 0
ＴＢＳの放映番組から情報を得て、スーパーで白
インゲン豆を購入し、家庭で調理（３分間程豆を
フライパンで煎った）して喫食。

104 5/7 家庭 7 不明 0 TBS番組の不適切な内容

105 5/11
白インゲン
豆

家庭 1 1 0
テレビ番組で紹介された方法で調理した加熱不
足の白インゲン豆を摂取した。




